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いわ ゆ る勝 つ試 合 と敗 け る試 台の

典 型
:的 なス タイル だ った。

試合後 、尾崎 監 督 の 第一 声 :ま 「 当

然 だ よ .′ 」 とい ぅ言葉 だ った。 44年

6月 に東芝 に敗 けで以 来、 年敗 を誇

って いたユ ニチ カ山崎 だ ったが 61遅:

勝 でス トノプ され て しまった。

その ス トフブ させ た相 手 は、 今や

昇 り調 子の新 鋭・ 日立 戸塚 チ ー ムた

った。

この 日立 戸塚 チ ー ムの コーチ は権

本 田出夫 とい う若 いェネルギ ノンュ

な、そ してバスケ ット気狂 いの男 だ。

この男 こそ 5年前、間東女子学生 :プ

ーグにおいて、あの 日体大 を破 った

杉野女子大のコーチだった男 だ。

コーチ になった年 に日体大 を破 り

リーグ第 2位 とい う成績 を残 し、関

東 に「スギ ノ・ タイフー ン」 を起 こ

した。 この榎本 田出夫氏 が昭和 44年

に日立製作所戸塚チームヘ と移 り、

また彼のエネルギ ッシュな活躊 が始

爆 繭 嘲 臨 :″

ま _,た 。

生匡1各地 を飛 び回 り選 手の ス カ ウ

トをイfな う一 方 、会社 と何 画 も f・∫回

も折衝 を行 な い、 少 しで も選 手 が ブ

レイ しや す い よ うに と導 いた。

また試 合 な どに優利 なよ うに と、

自費 で 中古 の マ イ クロ・ バ スを買 い

入 れ '■ 。そ して 車体 :こ「 ENOMOTO

& HIS FAヽ 41LIES_t そ して も う――

,́、「 BASKETBALL IS MY LIFE」

とい う言葉 が入 って い る。
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このバスに乗 って東京 を始 め と し

ていろいろな所へ試合を しに行 くの

だ。今はこの車は もうご苦労 さん、

とい うことで 2台 目を、 今度は工場

の方で買 って くれた。

この車に乗 って 6月 11日 も東京の

代々本第 2体育館 へや って きた。勿

論ユ ニチ カ山崎 を倒 すためЭ

打倒ユニチカ山崎 は どのテーム も

目標 とす るが、戸塚 も昨 ンーズンか

ら一応 それを目標 と していたが、 そ

■■■二」ti十 の この .日 :票は若iい ほ、ど

―‐、 こぃ うそれ たcそ して その こ

お `:| イtiの デ ーム とは 日本 リー ダで

t,■
==お
そや って も、山赫 |こ 1ま =

テ ,と や 与れで しま う。

π 詩実 力が ちが いす ぎるの だ。 そ

4■ ,こ 変 な色 気 を出 して、 t,し かす る

こ勝
‐
〔るの で は な■ か、 とい ぅ気持

千 .な ま し前 :=他 のチ 一ヽム といい試

争な i子 をっただ け |こ 3

.た ころが 今年 はユ ニチ カ山崎 ア)4

人が数 |ザ■,こ・‐ こ とで 今年 こ そ

はね ら 〕́て■た。

しか し 2月 末 ユ ニチ ガ■11埼
'■

車 れ

こヽ行 きな未|ど を貫 て、 二■1を う 9理葦壽

間違 い な し、 こ感 じた。 気追 力ヽ 立っ

て い た ■` らだら その上 身 長だ って t■

っ して低 く |ま な tヽ c ミキ (縛 田代 )

が 177m、 アif口  t西 村 )が 176“、

オ ラ t′ (千

'31嘉

)1 7 1 cir. そオ■:=力 ―`―ト

もダ ンプ 1山 本 }+16,c聰 ウ ク:笹:

オヽ )が
｀
165cmt t・ ら饉:く な しヽ と

｀
こ う
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か、高い高い。

も し山崎 が敗 けると した ら第一勧

銀だ と思 っていたが、その第一勧 銀

とォープン・ ゲームをや っているが

ミキが病気で欠場 した ものの、 1点

差で勝 っている。

とい うと戸塚 が ノー・ マー クだっ

たよ うに思 えるが、そ うではない。

戸塚 には 1発の力を秘めているか ら

だ。 と云 うよ りは、力はあるのだが

精神的 なもので、 その力を出せ ない

場合 が多いのだ。

その力を持 っている山崎 に対 して

戸塚は今 シーズ ン始 めよ り、勿 論目

標は打倒 山崎 だった。 そ して都合の

ょいことに、第 1試合の字 治は 5月

13日 で、第 2試合 は 1週間後の21日

の倉紡枚方で、第 3試合 が 3週間お

いて山崎で、第 4試合 が 2週間おい

た DKBだ ったことだ。
とい うことは、第 1試合の あとは

倉紡 を除 くと約 1ケ 月山崎 だけのた

めに練 習が出来るのだ。 そのため倉

紡 をすてて山崎 のために練習 をつん

だ。山崎 が 1日 5時間練 習す る、 と

聞けば戸塚 も 5時間練 習 に切 り換 え

た。 また山崎 はス ピー ドと体 力に優

れている、 とわかれば、 それに負 け

ないだけのス ピー ドと体力を養成す

るために猛練 習を行 なぃ 、たお
れる

者 も出た。

そ してス ピー ドをつ けるために、

高校や大学の男子 と試合 を行 な
い、

ス ピー ドで勝 った。 そ うして段 々 と

自信 をつ けて きた。

とはいって も、第 1に 山崎 に勝 て

ると思 ったのは少 しさかのぼった 5

月 7日 の山崎 一三菱名古屋戦だった。

その山崎 の試合 を見て榎 本氏は「勝

てる」 と思 った。

彼 が山崎 の試合 を見て、山崎 の強

い当た りと、はげ しいオフェンスに

負 けないよ うに、宇 治の試合 が終 っ

てか らサーキ ッ ト・ トレーニ ングを

開始 した。彼の今 までの辞書 にはサ

ーキ ッ ト・ トレーニ ングなどとい う

文字 はなかったが、
」やは りいろいろ

と考 え合わせて見ると必要 なのでは

ないか、 とい う結論が出て実施 にふ

み きった。 これは敵 にあたる尾崎氏

の影響 が大 きい。

このサーキ ッ トで腕、背筋、腹肋

ジャンプカをも養 ったが、ハー ドで

あったため、倒 れる選手が続出、 し

か し目をっぶ ってや らなければなら

なかった。 これ と芸ξに,走 るとい うこ

とにも主力を置 き、 ことあるごとに

バッを与 えコー トを走 らせた。

この体力作 りの結 果は倉紡戦の 10

日後 によ うや く出て きて、 これ なら

山崎 に勝 て る、 と思 っていた。

しか し山崎 に勝 つため、 といろい

ろなス ピー ドの ある過酷 なプレイを

望 む あまり、選手はパテて過労 にな

り、 レギュラー全員がだめにな り、

その上練習計画 も半分位 しか進 まず

6月 5、 6日 頃 は完 全 な不眠症 にな

って しまった。

技術 的に山崎 に対 しては、 ダンプ

か らミキヘの高いパスに注 意 しろ、

ポス トの選手のフ ァールが少ない時

はポス トが ミキを押 さえるが、フ ァ

ひく存在=CROVVN
静かなものは、強ι

静かで力強い6気筒エンジン、フレーム

つきのがん丈なボデー構造、優れた懸架

装置。精度の高さ力t雑音をしめ出し、ク

ラウンを静かに走らせます。

クラウンハードトツプ

静かなものは、美しt

ボデーと一体化したカラーバンパー。高

速にも、風のようになじむスピンドルシ

ェープ(紡鍾

"の

。クラウンはあしたのカー

デザインを予見した意欲のスタイルです。

静かなものは、くつろげる==―=
同示色で統一した室内の配色、深々と重

厚なシート、 ドライパー焦点設計の見や

すいコックピット型計器盤。クラウンの

室内は乗る人の趣味の良さを物語りま九

ヽ
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―ルが多 くなった時 はガー ドが山本

を押 さえる。

宮本のコーナーか らの シュー トは

注意、だか らダンプとウツにはマ ン

ッーでつ き、 3人で リバ ウン ド・ ゾ

ーンを作 る。 しか し宮本がアガって

しまっていたので これはあまり使 わ

なかった。

また山崎の速攻 に対 しては、アウ

ト・ ナ ンバーにならないよ うに、 つ
ねに最低 オフェンス と同 じ数だけ帰

っているよ うにす る。

山崎のス ピー ドに対 して、練 習の

4対 4では、オール・ コー トで 7秒

ォーバー・ タイム とい う試合 を行 な

った。 これはボールを持 った ら 7秒

以内 にシュー トしな くてはいけない

もので、ス ピー ドあるオフェンス と

共 にデ ィフェンスを一段 とはげ しく

するのに役立った。

当た りの強いデ ィフェンスに対す

る注意 として、 ドリブルの終 りをよ
くす る、 とい うことが大切であった。

そのために ドリブルを使 ってはいけ

ない、 とい う練習を して、気易 く ド

リブル しない、 とい う習慣付 けに成

功 した。

また精神的なもの としては、「 山崎

とい う名に負 けないこと」 とい うこ

とを自党 させ るため、肉体的 に山崎

以上の ことをやっているのだ、 とい

うことと、普通のオープン・ ゲーム

だ、 とい う気でやれるよ うに。

その上試合の注意 として、「何 とか

して入れて くる攻撃 力」 とい うこと

を主力に した。 い くらゴマカ して も

入れ られ ちゃ うだろ うか ら、入れ ら

れて も入れ直す、 どん なことを して

でも入れ返 す、 とい うことを注 意 し

た。

このよ うないろいろな注意 をへて

試合 に望んだが、 VTRな どをよ く
見せたため、コー トでプ レイ してい

る選手も、ベ ンチで見ている選手 も

考えは同 じで、コーチから注意 を与

えるより前 にベ ンチの選手の方の声

を出 して しまう、 といった感 じで、

チーム全員で山崎 を知っている、 と

い うことが戸塚の勝利 を引 き導 いた

哺
―

:::it;1議綸.・

戸塚一山崎  大暴れの福島 (10),山本 (4)も脇田代 もスッテンコロリン

もの と思われる。            り戻す ことがなかなか出来 ない。 ま

一方山崎の方は、いわゆる負 け試   た昨年だった ら 3回続 けてや られる
△で、若 さをバ クロ、コンピネ _シ    とい うことはなかったが、今回はそ

ョンの悪 さをつ かれて しまった。    んなのが 4、 5回 あった。
オフェンスで もデ ィフェンスで も    以上 のことが集 まって今回の敗北

尾崎監督 が力説す る「協 力とは強 力   とい う一つの結果 になったが、選手
なり」 のまるで逆 になって しまった   :よ それほ どショックは受 けてはいな
のだ。 その上 リバ ウン ドが悪 く、特   かった。逆 に荷 が軽 くなった、 とい

に脇 田代なんかは、_Lか らリバ ウン   うよ うな気 さえみ られる。
ドをもってゆかれて しまった。普段     とはいえ今回の敗戦 はこの次の試
ならこの逆であるはず なのだ。     合 から生か され、今以上 に強 いユニ

脇 田代はリバ ウン ドだけで な くす   チカ山崎 が生 まれると思 う。
べてに悪 かった。得点 こそ器点、と入    今回 日立戸塚が勝 った ものの、半
れてるが、これはボールを脇 田代に   1分 はマ グレであろ う。本当に山崎 よ

集めたのでこれだけ入 ったが、 自分    り力が上だ、 とい うのは、 これか ら
の能 力をまるで出 し切ってない。西

:   2回 試合 を行 なうもの とすれば、少

村の方がょっぽ どょかった。       な くともも う 1勝 して もらいたい。
また宮 本がアガ ッていたの も敗因    その時 にこそ、始 めて日立戸塚 はユ

の一つだった。            ニチカ山崎 を破 った、 と云 えるだろ

またチームと してゲーム・ キャリ   う。 また戸塚 もそれを目標 に、 もう
アが若 いか ら、 自分達の リズムを取   :ひ と頑張 りして もらいたいものだ。(あ )
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